
より良く生きる音楽療法               社会 

14 番 國居 陽菜 

1． 研究動機 

少子高齢化が進む郡上で高齢者と子供について考えたときに、幼いこ

ろからピアノを続けていたので常に身近に音楽があったことから、音楽

療法について研究していくことに決めました。 

2． 研究概要 

 ・本で調べる 

 ・インタビュー 

 ・CD作りとアンケート 

 ・パンフレット作成 

3． 研究内容 

 ・本で調べる 

  本から音楽療法の歴史や効果、流れなどを調べ、その中で気になった

こと、疑問に思ったことなどをノートに書きだして音楽療法士の方に質

問したいことをまとめました。 

 ・インタビュー 

  新型コロナウイルスの影響で、直接会いに行きインタビューすること

は難しかったため、電話でインタビューを行いました。表情が見えない

分、言葉遣いを意識しながら行いました。 

 ・CD作りとアンケート 

  よく音楽療法に使用される曲を一通りきいて、ジャンルの違う曲を 14

曲選び CDに焼きました。CDを施設に持ち込み、感想をアンケートという

形で答えていただきました。今回は、高齢者の方向けにクラシック、月

別セッションの曲、唱歌、懐メロの 4つのジャンルにしました。 

 

・パンフレット作成 

  表紙と裏表紙は、自分が癒しの色だと感じる緑を主とし、高齢者の方

でも見やすくチカチカした色を使わないように目に優しい色合いにしま

した。１ページの情報量が多いですが、図にして音楽と人との関係性を

わかりやすくしたり、ジャンルごとにページに分けたり、わかりやすい

よう工夫しました。 

 

 

 

 

 

4．まとめ 

作成したパンフレットは、一度音楽療法士の方に目を通してもらい良い

点、改善点の意見をいただこうと思ったのですが、時間の関係上ここまで

しか進めることが出来ませんでした。1年間を通して音楽療法の研究をし

てみて、今まで知らなかった音楽の効果や、音楽が人々に与える力を改め

て感じることが出来ました。自分が満足いくまでやりきることが出来なか

ったので、今回の経験をもとに今後は、土台をしっかりと作ること、内容

を深めて薄い内容にならないよう最後まで追い求めることを心において

活動を進めていきたいです。 

5． 協力団体紹介 

堀谷医院 通所リハビリテーションひだまり 


